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（資料１）既存の人文社会科学研究科修士課程を修了した過去３年間の学生のうち、博士課
程へ進学した者の進学先詳細 
 

修了年度 専攻 進学先 
令和 6 年度 法文学専攻 他大学大学院【地方(四国外)・国立】 
令和 5 年度 法文学専攻 他大学大学院【地方(四国外)・国立】 
令和 5 年度 産業システム創成専攻 愛媛大学大学院連合農学研究科 
令和 5 年度 産業システム創成専攻 愛媛大学大学院理工学研究科 
令和 5 年度 産業システム創成専攻 他大学大学院【都市部・公立】 
令和 4 年度 法文学専攻 他大学大学院【都市部・国立】 
令和 4 年度 産業システム創成専攻 他大学大学院【都市部・国立】 
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（資料２）人文社会科学研究科修士課程在学生向けアンケートの調査票及び回答 
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回答１．あなたが所属している 専攻 / コース を選択してください。（単一選択） 
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回答２．あなたの性別を選択してください。（単一選択） 

 
回答３．あなたの学年を選択してください。（単一選択） 

 
回答４．現時点でのあなたの修了後の進路・希望進路を選択してください。（3 つまで選択） 

回答者 
M1：10（男５・女５）名 
M2：７（男１・女５・その他１）名 
いずれの学年も回答者の半数程度である３～５名が博士課程進学を検討している。 
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回答５．博士課程進学について、選択してください。（複数選択可） 

 
 
  

回答者 
M1：10（男５・女５）名 
M2：７（男１・女５・その他１）名 
博士課程進学のなかでも、人文社会科学研究科に博士後期課程があれば有力な選択肢とな
っている。 
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回答６．あなたが博士課程に進学することの意義や魅力として重要だと考える点を選んで
ください。 
（進学意向の有無に関わらずお答えください。該当する選択肢をすべて選んでください） 

 

回答７．6. について、特に、愛媛大学人文社会科学研究科博士課程に期待することを選択
してください。 
（進学意向の有無に関わらずお答えください。該当する選択肢をすべて選んでください） 
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回答８．あなたが博士課程への進学に際して障壁になると考える点を選んでください。 
（進学意向の有無に関わらずお答えください。該当する選択肢をすべて選んでください） 

 
回答９．8. について、特に、愛媛大学人文社会科学研究科博士課程で学ぶことを妨げる要
因を選択してください。 
（進学意向の有無に関わらずお答えください。該当する選択肢をすべて選んでください） 
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回答１０．あなたが現在学んでいる、または関心を持っている専門分野を教えてください。
（複数選択可） 

 

 
回答１１．もし博士課程に進学したら、学びたい専門分野を教えてください。（複数選択可） 
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回答１２．その他、博士課程への進学について障壁や課題と感じていること等、ご意見があ
ればぜひご教示ください。 
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（資料３）士業で活躍している方向けアンケートの調査票及び回答 
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回答１．従事されているご職業を選択してください。（複数資格をお持ちの方は、主に従事
されているご職業として選択してください） 
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回答２．博士課程進学について、選択してください。（複数選択可） 

 

回答３．あなたが博士課程に進学することの意義や魅力として重要だと考える点を選んで
ください。 
（進学意向の有無に関わらずお答えください。該当する選択肢をすべて選んでください） 

 

  

回答者 
弁護士：３名 
行政書士：１名 
税理士：１１名 
公認会計士：２名 
（計１７名のうち「興味・関心はない」を選択したのは３名、「その他」は０名） 
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回答４．3. について、特に、愛媛大学人文社会科学研究科博士課程に期待することを選択
してください。 
（進学意向の有無に関わらずお答えください。該当する選択肢をすべて選んでください） 

 

回答５．あなたが博士課程への進学に際して障壁になると考える点を選んでください。 
（進学意向の有無に関わらずお答えください。該当する選択肢をすべて選んでください） 
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回答６．5. について、特に、愛媛大学人文社会科学研究科博士課程で学ぶことを妨げる要
因を選択してください。 
（進学意向の有無に関わらずお答えください。該当する選択肢をすべて選んでください） 
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回答７．あなたが現在学んでいる、または関心を持っている専門分野を教えてください。
（複数選択可） 
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回答８．もし博士課程に進学したら、学びたい専門分野を教えてください。（複数選択
可） 
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回答９．その他、博士課程への進学について障壁や課題と感じていること等、ご意見があ
ればぜひご教示ください。 
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（資料４）四国圏内の文系又は文理融合の大学院博士後期課程の定員充足状況 
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（資料５）本計画と関連する既設組織の定員充足状況 
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（資料６）直近６年間の社会共創学部の教員採用実績 

採用年月日 最終学位 職種（採用時） 公募 応募者数
1 令和８年４月１日 博士（工学） 教授 延長 15
2 令和７年４月１日 博士（体育科学） 助教（テニュア育成） 再 1回目13、再公募9
3 令和６年４月１日 博士（農学） 助教（テニュア育成） 再 1回目２、再公募10
4 令和６年４月１日 修士（経済学） 准教授 6
5 令和５年４月１日 博士（学術） 助教（テニュア育成） 17
6 令和５年４月１日 博士（地理学） 助教（テニュア育成） 13
7 令和５年４月１日 博士（農学） 助教（テニュア育成） 4
8 令和３年４月１日 修士（会計学） 助教（テニュア育成） 再々 １回目７、再公募４、再々公募４
9 令和３年４月１日 修士（農学） 助教（テニュア育成） ８

10 令和３年４月１日 Doctor of Philosophy 准教授 38
11 令和３年４月１日 博士（文学） 助教（テニュア育成） 25  
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（資料７）博士人材ファクトブックで示されている博士人材のパフォーマンスの高さ 
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（資料８）愛媛県内の企業・団体及び自治体向けアンケートの調査票及び回答 
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回答１．貴社・貴団体の過去 5 年間での採用状況をお選びください。（各、単一選択） 

 

 
回答２．問１の C. 文系の博士 で、選択肢１～３（採用したことがある）を選択した場合
にお尋ねします。 
 学士、修士等と比較して、博士課程修了者に特に感じた違いがあれば教えてください。（複
数選択可） 

専門性の深さ １件 
わからない １件 
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回答３．問１の C. 文系の博士 で、選択肢４（採用していない）を選択した場合にお尋ね
します。 
文系の博士課程修了者の採用実績がない理由をお教えください。（複数選択可） 

文系の博士課程修了者からの応募がないから 19 件 
文系博士課程レベルの専門性を求めていないから ４件 
わからない １件 

 
（その他） 
・応募希望者がいなかった 
・県立学校なので採用する機会がないです。 
・職種上、中途採用が多く、新卒で面接に来られる方がいらっしゃらないため 
・学歴不問で募集しておりますので、博士課程修了者の方からの応募があれば採用に至る可
能性はあります。 
 
回答４．貴社・貴団体に在籍する学位取得者の人数をご記入ください。 
（人数まで把握が難しい場合は「若干名」や「不明」とご記入ください。） 
A. 文系 修士号 取得者数（〇名）【記述式】  

０名、不明又は空欄 15 件 
若干名 ２件 
１名 ２件 
２名 １件 
４名 １件 
６名 １件 
約 10 名 １件 
約 100 名 １件 
多数 １件 

 
B. 文系 博士号 取得者数（〇名）【記述式】 

０名、不明又は空欄 23 件 
１名 １件 
かなり少ないと思います １件 
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C. 理系 修士号 取得者数（〇名）【記述式】 
０名、不明又は空欄 17 件 
１名 １件 
３名 １件 
７名 １件 
９名 １件 
29 名 １件 
約 400 名 １件 
約 450 名 １件 
多少はいます １件 

 
D. 理系 博士号 取得者数（〇名）【記述式】 

０名、不明又は空欄 21 件 
若干名 ２件 
１名 １件 
かなり少ないと思います １件 

 
E. 文理融合型 修士号 取得者数（〇名）【記述式】 

０名、不明又は空欄 23 件 
若干名 １件 
社会競争学部から多く入社しています
（原文ママ） 

１件 

 
F. 文理融合型 博士号 取得者数（〇名）【記述式】 

０名、不明又は空欄 24 件 
いないと思います １件 
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回答５．大学院修了者の採用に関して、今後採用数を増やしていく意向はありますか。（複
数選択可） 
 

 

 
 
（その他） 
・県立学校なので採用する機会はありません。 
・新卒採用は実施しておらず、欠員が出たら採用を行うという形をとっているため、増やす
という状況にはなりません。 
・問 3 と同答です 
・採用条件において大学院修了を要件としていません。また、毎年採用があるわけではあり
ません。 
  

選択肢 
1. 文系の博士課程修了者の採用を増やしていきたい 
2. 文系の修士課程修了者の採用を増やしていきたい 
3. 理系の博士課程修了者の採用を増やしていきたい 
4. 理系の修士課程修了者の採用を増やしていきたい 
5. 文理融合型の博士課程修了者の採用を増やしていきたい 
6. 文理融合型の修士課程修了者の採用を増やしていきたい 
7. 優秀であれば、博士課程修了者・修士課程修了者を問わず採用数を増やしていきたい 
8. 大学院修了者の採用を増やす考えはない 
わからない 
その他: 
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回答６．貴社・貴団体は、人文社会科学研究科博士課程にどの程度興味・関心がありますか。
選択肢からひとつ選んでください。（単一選択） 

 

 
回答７．修了者が身に付ける知識・技能等について、特に高い水準で期待することがあれば、
その内容をお教えください。（複数選択可） 
 

 
 

選択肢 
1. 高度な専門的知識 
2. 高度な調査・研究能力 
3. 専門以外の分野の幅広い知識 
4. 物事を俯瞰し本質を見抜く力 
5. 独創的な能力 
6. 自ら課題を発見し解決に挑む力 
7. 論理的思考力 
8. 国際感覚・語学力 
9. プレゼンテーション能力 
10. 他者と協働する力 
11. ストレス耐性 
12. 文章を書く力 
13. プロジェクトやタスクのマネジメント力 
特にない 
その他: 
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回答８．貴社・貴団体の課題解決との関連も含め、特に重点を置くことを期待する専門分野
があればお教えください。（複数選択可） 
 

選択肢 
1. 法学 
2. 政治学 
3. 経済学 
4. 経営学 
5. 社会学 
6. 教育学 
7. 心理学 
8. 哲学 
9. 思想 
10. 芸術 
11. 文学 
12. 言語学 
13. 歴史学 
14. 考古学 
15. 博物館学 
16. 地理学 
17. 文化人類学 
18. 民俗学 
特にない 
その他: 
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回答９．以下のうち、人文社会科学研究科博士課程が新設された場合に実施・充実したほう
がよいと思われることがあれば、その内容についてお教えください。（複数選択可） 
 

 
 

選択肢 
1. 企業・団体などと協働したカリキュラムの構築 
2. 専門ばかりではない幅広い分野の知識等を身につけられるカリキュラム 
3. 海外留学の機会の提供 
4. 中長期インターンシップの仲介 
5. 質を重視した厳正な学位審査 
6. 企業など学外者からの高度で実践的な教育を受ける機会 
7. チームワークを重視したワークショップやプロジェクト形式による授業や課題 
8. 英語による授業 
9. 企業などとの共同授業・研究 
10. 文献調査など個人で突き詰めて行う課題や研究 
特にない 
その他: 
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（その他） 
・社会で活かすことが能力を身につける（原文ママ） 
 
回答１０．人文社会科学研究科博士課程で学んだ大学院生は、貴社・貴団体における選考・
採用の対象になりますか。 （単一選択） 

 

回答１１．貴社・貴団体は人材育成の一環として従業員・職員が在職しながら、人文社会科
学研究科博士課程で学ぶことについてどう思いますか。  （単一選択） 
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※「4. あまり従業員・職員に薦めない」を選んだ場合は、その理由をご回答ください。  （複
数選択可） 

 
回答１２．その他、人文社会科学研究科博士課程修了者の採用について障壁と感じているこ
とや、社会人の学び直し（リカレント教育）等で人文社会科学研究科博士課程を選択するこ
との課題と感じていること等、ご意見があればぜひご教示ください。 
 
・特にありません。 
 
・会社の業種や規模によって回答が違うと思いますが、専門分野に特化して深く研究されて
いる人材が活躍できる職種や業務が何なのかを、自己アピールしていただければ、採用する 
場合にイメージが湧きやすいのではないでしょうか。人文社会系でも、その分野で専門性 
を生かした社会課題解決型のビジネスに取り組まれている企業、または資格取得が必要な
士業、また今後益々重要視される AI を活用した経営を目指しているような企業があれば、
そのような人材は需要があるのではないでしょうか。 
 
・博士号を取得した場合に、大学等で活躍する場を提供できるかがポイント。文系博士の場
合、企業にのみ活躍の場を依存することは難しい。 
 
・リスキリングの範疇であれば会社として許容できるが、学びなおしを許容できるほどの余
裕は正直なところありません。 
 
・現時点では新卒の学士と修士・博士を報酬面等で差別化できる環境が整備できていない
が、研究課程の中で共同で活動を行っていけば、進学することによる経済面のハンデを補え
るポストも提供できると思われる。 
 
・業務に関わる資格の取得は推奨しているが、大学院での学びは範疇からは外れると考えて
おり、企業として従業員の学びを後押しするのは難しい。 
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・もし障壁や社会人の学び直しで選ばれにくさがあるとすれば、「人文社会科学」と聞いて、
ビジネスにおいて、どの分野の何の力が身に就くのかがイメージしにくい方が多いのでは
ないかと思います。個人的には、愛媛県内でこの分野の深い学びができる機関ができること
は、とても意義があることだと考えます。 
 
・そもそも応募がないため博士課程修了者の採用について考える機会が少ない。博士課程へ
の学びなおしは重要であるが、博士課程までの知識を求める機会は今のところ少ないが、よ
り専門的な分野においては必要かもしれない。 
 
・博士課程修了した者に提供する職制上のステージを差別化できない 
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（資料９）株式会社大和総研のレポートで示されている社外取締役の需要 
 

 

- 学生確保（資料）- 61 -


	（資料１）既存の人文社会科学研究科修士課程を修了した過去３年間の学生のうち、博士課程へ進学した者の進学先詳細
	（資料２）人文社会科学研究科修士課程在学生向けアンケートの調査票及び回答
	（資料３）士業で活躍している方向けアンケートの調査票及び回答
	（資料４）四国圏内の文系又は文理融合の大学院博士後期課程の定員充足状況
	（資料５）本計画と関連する既設組織の定員充足状況
	（資料６）直近６年間の社会共創学部の教員採用実績 
	（資料７）博士人材ファクトブックで示されている博士人材のパフォーマンスの高さ
	（資料８）愛媛県内の企業・団体及び自治体向けアンケートの調査票及び回答
	（資料９）株式会社大和総研のレポートで示されている社外取締役の需要

